
英語教育の推進に関する取組方針 

 

これまで神戸市においては、グローバル社会で活躍できる子どもたちを育てるために、生きた英語と

文化の多様性を教え伝えることのできる外国語指導助手（ALT）の配置拡充と活用に取り組み、中学校

と高等学校においては通年配置、小学校においては全ての英語の授業で ALT と協同授業が実施できる体

制を整えてきた。また、本市の姉妹都市を中心に児童生徒の相互派遣を実施するなど国際交流の推進に

努めてきた。 

今後、グローバル化が急速に進展する社会において、神戸の子供たちが将来国際社会で活躍するため

には、異なる文化・価値を尊重しながら互いの考えを伝え合える実践的なコミュニケーション能力の育

成が必要である。          

 

１．目標・重点項目 

英語教育の目標及び目標達成のための重点項目を設定する。 

 

目標：「国際的な活躍の基盤となる英語力の育成」  

 

重点項目① 実践的なコミュニケーション能力の育成 

重点項目② 異文化理解の深化 

 

 

【到達目標】 

   期待する姿 

重点項目 

臆せず英語を話す 

小学生 

自ら英語で伝え合う 

中学生 

率先して英語で議論する 

高校生 

①実践的な 

コミュニケー

ション能力の

育成 

自分のことや気持ちを英

語で伝えることができる 

互いの考えや気持ちを英

語で伝えあうことができ

る 

他者の考えや社会の情報

を理解し、英語で発表し

たり議論したりすること

ができる 

②異文化理解 

の深化 

世界には様々な国や文化

があることに気づき、興

味を持つ 

国や文化による考え方等

の違いを知り、国を超え

た課題があることにも目

を向ける 

異なる文化や価値観を尊

重し、国を超えた課題の

解決策を考えようとする 

 

２．視点・方向性 

（１）生きた英語に触れて学ぶ機会の充実 

   国際都市神戸に住む多くの外国人、国際機関、大学、企業、姉妹都市等との交流や、全小・中・

高等学校に配置されたALTと児童生徒が日常的に英語や異文化に触れることができる機会を拡充

する。また、英語の指導ができる外国人等の地域人材について英語科教員への任用を進める。 

（２）伝え合う楽しさを実感できる授業の推進 

   小学校では好奇心旺盛な１年生から外国語活動を開始し、楽しく慣れ親しむことを通して英語に

対する興味を喚起する。さらに、自分のことを英語で伝える活動によって段階的に表現力を高め



る。中学校・高等学校では、自らの考えを整理して伝え合うなどの言語活動を充実させることで、

英語でコミュニケーションできる達成感が味わえる授業を推進する。 

（３）４技能５領域＊の達成状況の把握 

児童生徒が自身の英語力を把握し、目的をもって学習に取り組めるように、小・中・高の各段階

で求められる英語の４技能５領域の目標を CAN-DO リスト形式で設定し、児童生徒の達成状況をパ

フォーマンス評価等で把握する。また、ALT や学習者用デジタル教科書等を活用し、達成状況に

応じた個別の学び直しを図ることで英語力の確実な習得を目指す。 

  ＊「聞く」「読む」「話す［やり取り］」「話す［発表］」「書く」 

（４）「話す力」の育成 

実際に英語を使う場面では、相手の話の概要を捉える力と即応的に発話する力が必要となるため、

聞き取る練習や発話練習に自身のレベルで取り組めるデジタル教材の活用、ALT との放課後教室

等を通じて「話す力」の育成を図る。また、中学生・高校生においては、プレゼンテーション等

で自らの意見を述べたり、ディベートやディスカッション等で他者と意見交換するなどの表現活

動を充実させる。 

（５）教員の英語力及び指導力の向上 

小学校教員には、ALT との協同に必要な英語力及び指導力向上に向けた研修の充実を図る。中学

校・高等学校の英語科教員には、より高い英語力及び指導力の向上のために大学や企業と連携し

た研修等を実施する。また、児童生徒の学びの円滑な接続のため、小学校・中学校や中学校・高

等学校の校種間連携に向けた研修を推進する。さらに、４技能を統合的に身につけられる効果的

な指導法について、各種実績及び調査等に基づいた研究を行い、指導力の向上につなげる。 

 

３．成果の検証 

専門家による検証委員会を設置し、全国学力・学習状況調査や各種事業の実績等を参考に本取組

の達成状況について検証を行う。 

    

４．取組の体系  

重点項目 小学校 中学校 高等学校 

実践的な 

コミュニケーショ

ン能力の育成 

・1,2 年生での外国語活動 

・外国語の授業全てで ALT と

の協同授業 

・「話す」パフォーマンステス

ト 

・ALT との協同授業 

 

・各校の教育課程に応じた

ALT との協同授業 

・４技能統合型授業 

・「話す」「書く」パフォーマンステスト 

・CAN-DO リストを活用した授業実践 ・デジタル教科書等 ICT の活用 

異文化理解の深化 ・地球っ子プログラム ・姉妹都市等交流（オンラインを含む） 

・姉妹校等との交流（オンラインを含む） 

共通 

 

 

・イングリッシュ 

デイキャンプ 

 

 

 

・キャラバンプログラム 

・サマースクール 

・イングリッシュ 

フェスティバル 

・ALTalk 

・Stanford e-Kobe Program 

・スピーチコンテスト 

・課題研究発表 

 


